
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 
×七、畿蒸ぎ」りI' 

産業廃棄物処理計画書 

2023 年 6月 23 日 

尼崎市長 殿 

提出者 

住所 尼崎市東向島西之町1番地 

中ス7 日本製鉄株式会社 関西製鉄所 尼崎地区 
」八」イコ 副所長 木谷 茂 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 06-6411-7724 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 日本製鉄株式会社 関西製鉄所 尼崎地区 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市東向島西之町1番地 

計 画 期 間 2023 年4月1日から2024年3月31 日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 2234 鋼管製造業 

②事業の規模 製造品出荷額 44 , 893 百万円 （2022 年度実績） 

③従業員数 711 人（2023 年6月時点） 

④産業廃棄物の一連 
の処理の工程 

別紙の通り （図1～図7) 

（日本産業規格 A 列4番） 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙の通り （図8～図9) 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

別紙の通り 

①現状 

t し 排出量 

（これまでに実施した取組） 

1．排水処理システム改善による廃酸スラッジ抑制及び、社内活用検討 
シンナー・アセトン等の有価物化 
水・油・潤滑油等の過剰使用防止 

通い箱の使用並びに過剰包装防止呼びかけ 
蛍光灯・水銀灯リサイクル処理委託 
紙・ダンボール・空き缶リサイクル 

2

3

4

5

6

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

排出量 

別紙の通り 

し t 

（今後実施する予定の取組） 

1，廃酸スラッジ資源化による社内活用検討 
2．分別徹底による金属リサイクル量増加推進 
3．圧延油の有価物化検討 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

1．種類（区分け）：燃えるごみ・空き缶・ガラス屑・スプレー缶・ 
土砂・鉄屑・廃プラスチック・廃蛍光灯・廃水銀灯・乾電池 

2，定期的に製造所内全域のごみステーション分別確認パトロール 
を実施、パトロール結果を公表し指導・是正を展開している 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

1． 新たな分別対象なし 

②計画 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

別紙の通り 

し t 

（これまでに実施した取組） 

1．ステアリン酸の再利用 
2．紙・ダンボールのリサイクル 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

別紙の通り 

L t 

（今後実施する予定の取組） 

1，廃酸スラッジ資源化による社内活用検討 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 

別紙の通り 

し t 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 t t 

（これまでに実施した取組） 

1．廃酸処理場での適正処理 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

別紙の通り 
t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

1‘廃酸処理場での適正処理継続 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

高坐【衣書三l」功1の稲米百 
Jュ二』、ノフ1」ノI、 ッマv-I 」三フサ叱 

別紙0っ通り 
自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

i完三幸【支王書：II功1(7、寿看米百 
Jど上木I フ七フKTJv /1 主ブくH 

別紙0っ通り 
自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

ミ廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

別紙0っ通り 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

1，産業廃棄物処理施設視察（実地確認）による処分業者並びに 
収集運搬業者の適正処理確認 

2，産業廃棄物処理業許可証及び、収集運搬業許可証期限切れの 
有無確認 

3．電子マニフエスト発行管理システム導入 

(H 2 6年9月より導入率100％で運用中） 



（第5面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

別紙の通り 
全処理委託量 

L
 

し 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t →し 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t
 

（今後実施する予定の取組） 

1．産業廃棄物処分業者及び収集運搬業者の実地確認継続 
2．産業廃棄物処理業許可証及び、収集運搬業許可証期限切れの 

有無確認継続 
3．電子マニフエスト発行管理システム導入運用による 

コンプライアンス強化（適正処理の確認及び、許可証期限切れ 
確認強化体制構築） 

4．工事元請会社の電子マニフエスト発行率向上推進 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 
1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請 

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ 
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま 
での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 
令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 
種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 
は、 「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



尼崎熱間製管工場（熱押課）製造工程フ口ー図（図1) 

＜廃棄物の発生＞ 

ビレット受入 

+ 
―次加熱

+ 
ニ次加熱 

+ 
竪押し 

+ 
再加熱 

+ 
横押し 

+ 
下検査 

+ 
曲がり取り 

+ 
外面ショットブラスト 

+ 
管切 

+ 
酸洗 

+ 
素管検査 

+ 
内外手入れ 

ト廃油、レンガ屑 

トスケール 

 トスケール、ガラス 

 トスケール 

 トスケール、ガラス 

 トスケール 

 トショット屑 

ト砥石屑 

トスラッジ、スケール 

ト砥石屑、研磨粉 

ト砥石屑、研磨粉 

+ 
倉入れ 



尼崎熱間製管工場（鍛造管課）製造工程フ口ー図（図2) 

＜廃棄物の発生＞ 
材料受入 

+ 
ガス切断

+ 
加熱炉

+ 
3000Tブレス 

+ 
1500Tプレス 

叫口熱炉 
600Tプレス

 + 
熱処理 

+ 
曲がり取り

+ 
管切 

+ 
内面グリット。フ“ラスト 

+ 
内外面研磨

+ 
内外面削り 

+ 
検査 

+ 
出荷 

 トガスカットダスト 

 トレンガ屑 

ト廃油 

トスケール 

トレンガ屑 

トスケール 

ト切粉、砥石屑 

 トグリット“ダスト 

 トベルト砥石、研磨粉、砥石屑 

ト含油スラッシい 

 トスプレー缶、ウェス 



尼崎熱間製管工場（鍛造管課 高速鍛造機） 
製造工程フ口ー図（図3) 

＜廃棄物の発生＞ 
鋼塊受入 

+ 
鋼塊手入れ

+ 
材料組立て 

+ 
加熱 

+ 
鍛造 

 トカ グラインダダスト、砥石屑 

研磨粉 

トレンガ屑、スケール 

+ 
外径測定 

+ 
切断 

廃油、スケール 

ト切断屑 

序扣コ トレノ力屑スケール 
冷却 

V 
「 発送 



尼崎冷間中径管工場及び 
尼崎冷間小径管工場 

製造工程フ口ー図（図4) 

＜廃棄物の発生＞ 

+ 

熱処理 

+ 

精整 

+ 

酸洗 

+ 

検査

+ 
倉入れ 

廃油、ウエス 

バー力一粕、砥石屑、ウェス、廃油 

 トアルカリ廃液、スケール 

 トスケール、セラミックフアイハ“ー 

 トスケール、砥石屑、研磨粉 

ト廃酸 

 トウエス、ベルト砥石、スホ。ンジ 
アセトン 



尼崎プレスヘソド鋼管工場 製造工程フ口ー図（図5) 

材料受入 

申 
ガス切断 

12000Tプレス 

+ 
ガス切断 

＜廃棄物の発生＞ 

※有価物化の物は除く 

 ●砥石屑 

 ト含油スラッジ、ウエス 
、 “、 － 

ツソこ7-

120001プレス 

+ 
6000Tブレス

申 
仮付 

中 
シール溶接 

+ 
内面溶接

+ 
長手開先 

+ 
外面溶接

+ 
矯正 

+ 
丸切り 

+ 
非破壊検査（管端） 

+ 
端面（開先加エ） 

+ 
水圧 

溶接補修 

端面（直加エ） 

+ 
寸法・外観検査 

 ト砥石屑 

 ト含油スラッジ、ウエス 

 ●含油スラッジ、ウエス 

 ト含油スラッジ、ウエス、廃プラ 

 ト廃プラ 

 ト鉱さい、溶接棒 

 トウエス 

 ト鉱さい、溶接棒、砥石屑 

 ト含油スラッジ、廃油、砥石屑 

 ト砥石屑 

 ト廃アルカリ・廃酸 

 ト砥石屑 

 ト含油スラッジ 

 ●ガウジング棒、溶接棒、砥石屑 

 ト廃アルカリ・廃酸 

+ 
秤量・マーキンク。 

+ 
出荷 

 ト砥石屑 

 ト廃プラ、ウエス、廃シンナー 

 ト木屑 





廃棄物処理工程図（図7) 

三一二ええ。二ええソーぐ二 発生源 種類 廃業物 － 委託処理 委託処分 

フイルタープレス 汚泥 廃酸スラッジ 埋立処分 

各室工場 汚泥 廃乾電池 焼却 

各エ場 ガラス、陶磁器屑 レンガ屑 -（有価物化） 

尼崎熱間製管エ場（熱押課） ガラス、陶磁器屑 ガラス屑 埋立処分 

各工場 ガラス、陶磁器屑 砥石屑、スレ一ト 埋立処分 

各室エ場 ガラス、陶磁器屑 蛍光灯、水銀灯 破砕一分別リサイクル 

各エ場 鉱さい 廃サンド 埋立処分 

各室エ場 がれき類 がれき類 埋立処分 

尼崎冷間小径管エ場 廃油 圧延油、含油汚泥 焼却 

診療所 廃アル力リ 現像液 焼却 

各室エ場 廃プラ 廃プラスチック類 破砕一焼却 

各エ場 木屑 解体木屑 破砕ー熱回収 



2023年6月 

＜ 図8 日本製鉄株式会社 全社組織図 ＞ 

2022年4月1日 

日本製鉄株式会社 

本社部門 
北日本 

製鉄所※ 
東日本 
製鉄所 

十蘭地区
― 釜石地」 

※北日本製鉄所 

2022年4月1日に当社の 

室蘭製鉄所と 

東日本製鉄所釜石地区 

を統合して発足 

」鹿島地区 

」君津地区 

」釜石地区 

」喫誉

名古屋 
製鉄所 

関西 
製鉄所 

瀬戸内 

製鉄所 

凵和歌山 

~ 地区

製鋼所 
地区 

」尼崎地区 

九」、トl 
製鉄所 

」ノ、幡地区 

」大分地区 

駆
 

躯
 

躯
 

駆
 

刊
 

地
 

地
 

け
 

畑
 

酬
 

融
 

予
 

広
 

サ
 

ガン 

東
 

呉地区 

堺地区 

ョ
爿
爿
H
 大阪地区 
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図9 日本製鉄株式会社 関西製鉄所 尼崎地区 組織図 

（注）関係外の組織は省略 

副所長 EMS管理責任者※1 総務部 

労働・購買部 

」安全環境防災部 

生産技術部 

エ程業務部 

ー 品質管理部 

鋼管商品技術部 

鋼管部 

設備部 

人事総務室（駐在） 

」

ー

 

尼崎 

ト
 

経理室（駐在） 

ト
 

財務室（駐在） 

H

「ーョ 
労政人事室（駐在） 

」協力会社連携室（駐在） 

購買室（駐在） 

安全健康室（駐在） 

環境防災室〈駐在） 

生産技術室（駐在） 

ーものづくり基盤推進室（駐在） 

設備計画室（駐在） 

システム室（駐在） 

工程企画室（駐在） 

」 工程計画室（駐在） 

十鋼管工程室（駐在）

専門委員※3 

境専門委員※3 

門委員※2 

」ー 

」ー 

」 物流室（駐在） 

品質保証室（駐在） 

」 ― 貫管理室（駐在） 

鋼管管理室（駐在）  ト 
油井管商品技術室（駐在） 

管商品技術室 

」プラント鋼管商品技術室 

鋼管技術室（駐在） 

尼崎熱間製管工場（熱押課） 

」尼崎熱間製管工場（鍛造管課） 

H 
H 

尼崎冷間中径管工場 

尼崎冷間小径管工場 

機械技術室（駐在） 

制御技術室（駐在） 

土建技術室（駐在） 

尼崎整備室 

『産業廃棄物の処理に係る管理体制』 

環境専門委員※3 

環境推進委員※3 

環境推進委員※3 

専門委員※3 

環境専門委員※a 

環境専門委員※3 

環境専門委員※3 

環境尊門委員※a 

門委員※3 

※1 安全環境防災部 
G）上席主幹（環境防災室地区統括） 環境マネジメント管理責任者 

※2 環境防災室 
(1）環境防災室主査 廃棄物処理責任者（本社報告総括） 
(2）環境防災室主査 廃棄物処理担当者（廃棄物管理・行政報告』処理契約・排出管理等） 
(3）環境防災室主査 特別管理産業廃棄物管理責任者 

※3‘環境専門委員 
(1）各所属 1名選出（廃棄物管理・分別廃棄確認パトロール／環境保全活動・環境管理月度報告） 



産業廃棄物処理計画書 別紙 

『202乞 隻実績と2023年度目標』 

1 .産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

排出量（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチ3ク 0800木屑 1300力りス陶磁器層 1400 鉱さい 2700 菅環馴混合廃需物 師む市●便層~臓抑，ン” 2522中a養用“毒醸鷺う“1' 合計(t) 
現状 前年度（2022年度）実績 27395 435 285 25 1600 69 0.43 0.10 0.18 29811 
計画 今年度（2023年度）目標 24656 392 257 23 1440 62 0.39 0.09 0.16 26830 

2.自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

自ら再生利用を行った量（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチック 0800木屑 13003ラ3陶磁器屑 1400鉱さい 2200 管理響混合廃棄靭 "1 承．便陣~胃」也，ン” 価n車’●用叫嘱諏蛍光切 合計① 

現状 前年度（2022年度）実績 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 
計画 今年度（2023年度）目標 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 

3 .自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

自ら熱回収を行った量（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチック 0800木層 130コカりス陶磁器肩 1400鉱さい 22ロo 習理型混合鼻覇物 留1水，町“重臓晦ゆフり 25星2 水’”糾“嫩蛍光土0) 合計（t) 
現状 前年度（2022年度）実績 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 
計画 今年度（2023年度）目標 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 
自ら中間処理により減量した量（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃ブラスチック 0800木屑 1300ガラス晦磁器脚 1400 鉱さい 2200 菅理型混合庭棄物 m 水“’用割．且臓ゆ’" h 中鯛捜用，“臓軍光ま7) 合計（t) 
現状 前年度（2022年度）実績 24860 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 24860 
計画 今年度（2023年度）目標 22374 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 22374 

4．自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 
自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った量(t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチック 0800木屑 130コガラス陶磁器屑 1400鉱さい 0700 管瑾型混合廃筆柳 '2'*“紺馴‘"0皿うン7' 為22 水臓使用鶴緯鳳壁光灯〕 合計① 

現状 前年度（2022年度）実績 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 
計画 今年度（2023年度）目標 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 

5，産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

現状 前年度（2022年度）実績（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチック 0800木屑 13003り0陶磁器層 1400 鉱さい 0000管電翼推合膚筆卿 国I~”~m ］ラrn 笥22 水耀使用“品””馴1〕 合計（t) 
全処理委託量 2535 435 285 25 1600 69 0.43 0.10 0.18 4951 
優良認定処理事業者への処理委託量 2535 435 285 25 1600 69 0.43 0.10 0.18 4951 
再生利用業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0 0.00 0.10 0.18 0 
認定熱回収業者への処理委託量 0 0 0 25 0 0 0.00 0.00 0.00 25 

認定熱回収業者以外の熱回収を行う 
業者への処理委託量 

0 435 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 435 

計画 今年度（2023年度）目標（t) 0200汚泥 0300廃油 0600 廃プラスチック 0800木屑 2300カラ3陶磁器肩 1400鉱さい noロ管理型混合廃華薯 2E21 水姐但’~諏田うン” お”水皿健鵬鵬‘維慮輩光動 合計（t) 
全処理委託量 2282 392 257 23 1440 62 0.39 0.09 0.16 4456 
優良認定処理事業者への処理委託量 2282 392 257 23 1440 62 0.39 0.09 0.16 4456 
再生利用業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0 0.00 0.09 0.16 0 
認定熱回収業者への処理委託量 0 0 0 23 0 0 0.00 0.00 0.00 23 

認定熱回収業者以外の熱回収を行う 
業者への処理委託量 

0 392 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 392 


